
DMAT（ディーマット）

　1995年１月17日午前５時46分、淡路島北部を震源地に大地震が発生し、国内で史上初の震度７を記録。死者・
行方不明者が6400人を超え、全半壊の被害住宅が約63万棟にのぼり、政府は「阪神・淡路大震災」と呼称を決
定。大阪自治労連は震災翌日から「兵庫県南部地震対策本部」を設置し、全国からの救援物資の受け入れやボラ
ンティア派遣などの支援活動を呼びかけ、各単組とも協力して中心的役割を果たしました。阪神・淡路大震災

今月のキーワード今月のキーワード今月のキーワード今月のキーワード 　DMAT（災害派遣医療チーム）は、大地震や航空機事故など災害時に被災地に迅速に駆けつけ、救急治療を
行う専門的な訓練を受けた医療チーム。阪神・淡路大震災で多くの傷病者が発生し、被災した病院のライフライ
ンが途絶え、医療従事者不足で十分な治療が受けられず「避けられた災害死」が問題になりました。大阪府では
2006年度から大阪DMATを養成して、防災訓練にも積極的に参加しています。

３ 2025年６月15日　第414号　おおさか自治体の仲間 おおさか自治体の仲間　2025年６月15日　第414号 ２

公共を国民・住民の手に取り戻す大阪シンポジウム2025公共を国民・住民の手に取り戻す大阪シンポジウム2025
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づ
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。
し
か
し
、
派
遣
さ
れ
て
も
残
っ
て

も
、
人
手
不
足
で
負
担
が
大
き
い
。
災

害
時
の
対
応
で
も
、
す
ぐ
に
使
え
る
予

算
が
足
り
な
い
と
い
う
深
刻
な
事
態
。

大
阪
府
内
の
災
害
拠
点
病
院
で
も
備
蓄

品
の
準
備
費
用
は
病
院
負
担
と
な
り
、

重
大
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
も
う
一

つ
重
要
な
こ
と
は
、
避
難
時
の
医
療
体

制
や
災
害
時
の
情
報
拠
点
で
あ
る
保
健

所
の
機
能
強
化
こ
そ
緊
急
課
題
だ
。

　

災
害
医
療
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た

す
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
い
う
医
療
チ
ー
ム
が
あ

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
災
害

で
、
都
市
部
が
大
打
撃
を
受
け
る
。
大

阪
広
域
企
業
団
に
移
行
す
る
自
治
体
が

増
え
て
お
り
、
水
道
管
の
更
新
計
画
と

災
害
時
対
応
な
ど
不
安
が
多
い
。

い
る
。
人
間
の
生
存
権
と
基
本
的
人
権

を
第
一
に
「
人
間
の
復
興
」
が
被
災
地

に
必
要
で
あ
り
、
憲
法
の
視
点
か
ら
公

衆
衛
生
、
社
会
保
障
・
福
祉
機
能
の
強

化
で
基
本
的
人
権
と
幸
福
追
求
権
、
財

産
権
、
地
方
自
治
権
の
強
化
が
何
よ
り

も
重
要
な
課
題
だ
。
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１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

か
ら
調
査
研
究
を
始
め
て
以
降
、
新
潟

県
中
越
・
東
日
本
・
熊
本
・
北
海
道
胆い

振ぶ
り

東
部
な
ど
大
き
な
地
震
が
続
い
て
お

り
、
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
被
災
地
の

惨
状
、
劣
悪
な
避
難
所
の
状
況
を
み
て

も
、「
公
共
」
の
力
で
住
民
の
生
存
危

機
に
十
分
な
対
応
が
で
き
て
い
な
い
。

　

そ
の
一
方
で
、
被
災
地
で
は
な
い
大

都
市
圏
で
上
下
水
道
管
な
ど
、
生
活
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
著
し
く
困
難
な
状

況
を
抱
え
て
い
る
。
石
破
政
権
は
「
国

土
強
靭
化
」「
防
災
庁
」
で
の
対
策
を

打
ち
出
す
が
、
40
年
に
お
よ
ぶ
鉄
道
・

郵
便
・
電
話
・
通
信
の
民
営
化
の
推
進

で
持
続
可
能
な
地
域
社
会
が
失
わ
れ

た
。
さ
ら
に
、
平
成
の
大
合
併
と
公
共
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く
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た
大
阪
の
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
を
迎

え
て
、
そ
の
後
も
東
日
本
大
震
災
や
熊

本
地
震
な
ど
大
災
害
を
経
験
し
た
。

　

昨
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震
で
も
、

被
災
地
で
の
断
水
が
復
旧
せ
ず
、
被
災

者
の
避
難
所
生
活
が
あ
ま
り
に
も
貧
弱

で
、
住
民
の
く
ら
し
と
権
利
が
脅
か
さ

れ
、「
公
共
」
の
脆ぜ
い
じ
ゃ
く弱さ

が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。大
阪
で
大
災
害
が
起
こ
れ
ば
、

さ
ら
に
深
刻
な
状
況
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

大
阪
府
内
で
正
規
の
自
治
体
職
員
数

は
30
年
前
と
比
較
し
て
約
半
分
に
減
っ

て
お
り
、
水
道
の
広
域
化
が
進
ん
で
４

割
超
の
自
治
体
が
自
ら
水
道
事
業
を
実

施
せ
ず
、
保
健
所
数
が
３
分
の
１
も
減

っ
て
い
る
実
態
な
ど
、「
公
共
」
が
大

き
く
後
退
し
て
い
る
。

　

「
公
共
」
現
場
で
の
リ
ア
ル
な
報
告

か
ら
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
い
ろ
ん

な
大
災
害
に
備
え
て
職
場
と
地
域
か
ら

大
い
に
奮
闘
し
よ
う
。

　

大
阪
府
内
の
水
道
管
は
老
朽
管
が
多

く
、
新
し
い
水
道
管
に
更
新
し
た
い
が

長
い
年
月
と
予
算
の
確
保
が
必
要
。
緊

急
性
に
応
じ
て
復
旧
や
補
強
す
べ
き
水

道
管
を
優
先
し
て
補
強
工
事
を
し
て
い

る
。
水
道
業
者
の
廃
業
な
ど
地
元
の
施

工
業
者
が
少
な
い
状
況
も
あ
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
に
よ
っ
て
、
自
治

体
機
能
の
崩
壊
に
近
づ
い
て
い
る
。

　

大
災
害
時
代
か
ら
南
海
ト
ラ
フ
地
震

も
予
想
さ
れ
る
が
、
生
存
権
を
守
り
持

続
可
能
な
地
域
社
会
を
ど
う
進
め
る
の

か
重
要
な
問
題
。
し
か
も
、
憲
法
と
地

方
自
治
が
戦
後
最
大
の
危
機
を
迎
え
て

国
土
交
通
省
労
組
の
日
朝（
ひ
あ
さ
）さ
ん
は
「
イ

ン
フ
ラ
老
朽
化
と
能
登
被
災
地
派
遣
の
経
験
」、大

阪
建
設
労
働
組
合
の
谷
内
さ
ん
は
「
大
災
害
の
仮

設
住
宅
の
状
況
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告

大
阪
自
治
労
連
の
現
場
か
ら
の
報
告

　

大
阪
公
務
共
闘
は
６
月
８
日
、「
公
共
を
国
民
・
住
民
の
手
に
取
り
戻
す

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
５
」
を
大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
。
主
催

者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
、
能
登
半
島
か
ら

考
え
る
公
共
の
役
割
」
と
題
し
て
、
岡
田
知
弘
さ
ん
の
記
念
講
演
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
北
川
副
議
長
（
大
教
組
委
員
長
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
国
土
交
通
省
労
組
と
大
阪
建
設
労
働
組
合
の
特
別
報
告
、
大
阪
自
治
労

連
、
大
教
組
、
福
祉
保
育
労
、
全
農
林
か
ら
現
場
実
態
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
大
阪
労
連
の
福
岡
議
長
は
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
政
治
を
変
え
よ
う
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
公
務
・
公
共
職
場
で
働
く
労
働
者
を
は
じ
め
、
大

阪
労
連
の
仲
間
や
住
民
の
皆
さ
ん
な
ど
、全
体
で
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大阪公務共闘議長
坂田　俊之さん

（大阪自治労連委員長）

主催者あいさつ

岡田　知弘さん

（京都橘大学学長　京都大学名誉教授）

記 念 講 演

植本 眞司さん
（堺市上下水道局）

常
じょうげん

玄 大輔さん

（りんくう総合医療センター）
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共
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「
公
共
の
脆
弱
さ
を
あ
ら
た
め

て
感
じ
て
、
職
場
や
地
域
で
考
え

る
べ
き
課
題
。
余
裕
の
な
い
人
員

体
制
が
大
問
題
」「
近
く
来
る
南

海
ト
ラ
フ
地
震
時
、
私
た
ち
が

『
人
間
復
興
』
を
成
し
遂
げ
る
た

め
に
何
が
必
要
か
知
り
た
い
」

「
市
町
村
の
発
言
を
奪
お
う
と
す

る
動
き
に
戦
前
の
国
家
統
制
の
怖

さ
を
感
じ
る
。
住
民
の
手
に
公
共

を
取
り
戻
す
必
要
が
あ
る
」
な

ど
、
参
加
者
か
ら
意
見
や
共
感
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。


